
第２学年１組 算数科学習指導案

平成３０年１０月１０日（水）５校時

授業者 宇山 知里

１．単元名 かけ算（１）（啓林館 ２年 下）

２．単元の目標

○５、２、３、４の段の乗法の九九の構成に関心をもち、進んで取り組もうとする。

○乗法の場面を「○のいくつ分」で捉え、図、言葉、式を用いて表すことができる。

○乗法が１増えれば、積は被乗法分だけ増えるという性質を調べ、５、２、３、４の段のかけ算

九九を構成し、唱えることができる。

○式の意味や式の表し方、倍の意味、累加による答えの求め方を理解する。

３．研究主題について

 （１）自ら学ぶ（児童が主体的に学習に取り組む）ための工夫について

   本時の学習は、かけ算の導入である。かけ算の導入部分で最も大切にしたいことは、「かけ算」

という演算の意味理解である。具体的な場面で一つ分の大きさ（基準量）のいくつ分ということを

捉えて式に表し、全体量を求められるようにしていく必要がある。

本時では、袋の中に入っているだんごの数を求めていく。「だんごは何個あるのかな」と尋ねな

がら、袋のみを提示する。ここで、情報がないため子どもたちから「棒にささっているかどうか。」

「１本にだんごが何こささっているか。」「何本入っているか。」など知りたいことを求めてくるだ

ろう。子どもたちからの声で、だんご１本と袋から棒だけを見せることなど提示の仕方を工夫し、

だんごが何こあるのか答えを求める意欲を高めたい。団子は絵に描きやすく苦手な児童も取り組み

やすい利点もある。自分で答えを出す方法を選びながら、意欲的に答えを導き出してほしい。

 （２）共に高まり合う（児童がお互いの考えを深める）ための工夫について

Ａの袋では、まず１本の串を出し、子どもたちに数を予想させながら全部を提示する。Ｂの袋で

は、１本の串と袋から棒だけを見せ、だんごが全部見えなくても、「１本の串に同じ数のだんごが

ささっている」ことをもとに、だんごが全部で何こあるかということを考えさせていく。Ａの袋と

Ｂの袋の中のだんごの数の求め方は、絵やたし算を使って求めていくが、ポイントとなる点は板書

で残し、それを手がかりにしてかけ算の意味理解につなげていきたい。

自分の考えを説明する際、子どもたちに自分の考えに不安な様子が見られたら、ペアやグループ

で考えを交流させ、自分の考えを発表することへの意欲を高めたり、説明の仕方を見直したりでき

るようにしてから全体の場へ広げていく。全体の場では、自分の考えと比べながら友だちの考えを

聞かせ、児童の関わり合いが見られるようにしたい。

Ａ・Ｂの袋の中のだんごの数の答えを確かめた後で「かけ算」を子どもに知らせる。かけ算の記

号「×」や式のかき方を押さえておく。更に「一つ分」、「いくつ分」という考え方を押さえるため

に、袋の中のだんご１本の数がちがうＣの袋を問題として取り上げ、「１本分がバラバラではかけ

算を用いることができない」ことを確認するとともに、かけ算が使えるときは、１つ分が同じ数で

あることが大切だということを理解させたい。



４．指導計画（全１３時間）本時１/１３ 

  第１次 かけ算のしき（４時間） 

      ①基準量のいくつ分という見方によるかけ算の動機づけ、かけ算の意味と 

式のよみ方（本時） 

      ②かけ算の式と答えの求め方 

      ③④「倍」の意味と「倍」という見方、１倍 

  第２次 （９時間） 

      ⑤５の段の九九の導入と構成 

      ⑥５の段の九九の唱え方、練習と適用題 

      ⑦２の段の九九の唱え方、練習と適用題 

      ⑧３の段の九九の唱え方、練習と適用題 

      ⑨４の段の九九の唱え方、練習と適用題 

      ⑩基準量が後に示された問題と適用題 

      ⑪かけ算の問題づくり 

      ⑫２，３，４，５の段の九九練習と適用題 

      ⑬基本のたしかめ 

５．本時の学習（１／１３）

  （１）本時の目標

    ○１つ分が同じ数だと数えやすいことに気づき、かけ算の意味について理解する。

  （２）展開

学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（☆）

１．問題を知り、学習の見通しをもつ。

・棒が何本入っているのかな。

・棒には、だんごが何こついているのかな。

・１本しか分からないから、だんごの数は分か

らないよ。

  ・全部見たら分かる。１２こだよ。

２．Ａの袋に入っているだんごの数の求め方を考え

る。

  ・３＋３＋３＋３＝１２

  ・４＋４＋４＝１２

  ・２とびで数えたよ。

  ・１０＋２＝１２

・Ａの袋を提示し、だんごの数を予想させる。

はじめは袋だけ見せ、子どもたちのつぶや

きをもとに、１本分のだんごの数や棒の数

を知らせながらだんごを提示していく。

・図や式に表して答えを求め、どのような見

方をしたのか、自分の考え方を説明できる

ように確認する。

・たし算で考えた子どもには、どうして○回

たしたのかを問いかけ、その点を説明でき

るように声をかける。

だんごは、ぜんぶで何こでしょう。

Ａ



３．だんごの数を確認し、求め方を話し合う。

  ・だんごの絵を描いて、全部で１２こだと思う。

・１本の棒には、だんごが３こついていて、

   棒は４本あるから、３＋３＋３＋３＝１２で

   １２こだと思う。

４．Ｂの袋のだんごの数を求めて発表する。

  ・１本に団子は何こついているの。

  ・棒の数は何本かな。

  ・１本の団子の数と棒の数が分かれば、後は計

算でできるよ。

  ・２＋２＋２＋２＋２＝１０

  ・５＋５＝１０

５．かけ算を知る。

  ・「１本に２こ」、「５本」は「全部で１０こ」

で２×５＝１０

６．Ｃの袋のだんごの数を求める。

  ・かけ算で、すぐできるよ。

・５が３つ分だから、５×３＝１５だよ。

  ・１本分の数がちがうなんておかしいよ。

  ・同じ数ずつないと、かけ算が使えないよ。

  ・１本に６こささっているだんごを１こ、４こ

のところに移動したら、かけ算が使えるよ。

７．まとめをする。

・子どもの発表から、「１本に３こ」「棒は４

本」「全部で１２こ」という言葉を板書し

ておく。

・Ｂの袋を提示し、だんごの数を予想させる。

・子どもが知りたい情報を引き出しながら、

だんごのついた串１本と４本の棒のみ提

示する。

・計算で答えを出すように声をかける。

・「１本に２こ」が「５本」あると「全部で

１０こ」を「２×５＝１０」と書き、「か

け算」であることを伝える。「２この５つ

分」といういい方も押さえておく。

☆かけ算の意味を理解することができる。

・Ｃの袋を提示し、だんごを予想させる。

・１本に５こささっているだんごを提示す

るが、１こ足りない棒が入った問題を出

し、１本分が同じでなければかけ算が使え

ないことを子どもたちの言葉を使って押

さえる。

Ｂ

Ｃ

かけ算は、同じ数のまとまりがあるとき

につかう。

同じ数がいくつ分あるかを考える。



（３）評価

Ａ 十分に達成している Ｂ 概ね達成している
Ｃ 支援が必要な児童への

手立て

同じ数のまとまりを作る

良さや数えやすさに気づき、

かけ算の意味を理解してい

る。

同じ数のまとまりを作って

考え、かけ算の意味を理解し

ている。

 図をかきながら、同じ数の

まとまりを意識させるように

する。


